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（本文は4面）

（本文は5面）

（本文は5面）

▲ 東久留米市商工会女性部が取り組んだ、まちおこし
　 キャラクター「オナガのひいちゃん 」の懸命な人形づくり

▲ 「パワーアップ研修」最終年度のスタートで冒頭、桂敎夫会長も講演

▲ 参加者皆が興味津々と臨んだ小金井市商工会の「江戸料理」の試食検討会

● 「事業承継セミナー」の受講者を募集
● 大谷俊樹さん（国立市商工会青年部）が見事、優良賞
● まちおこしキャラクター「オナガのひいちゃん」のＰＲを本格化
　東久留米市商工会
● 小金井市商工会が江戸料理の試食検討会
● 多摩地域商工会エリアの景況
● 大特集　多摩・島しょ地域のイベント

● 

● 

● 

「東京都地域中小企業応援ファンド事業」がスタート
いま、会員皆様の期待にこたえる体制を確実に強化
「パワーアップ研修」仕上げへダッシュ

国の予算と制度で
　　自由民主党東京都支部連合会へ

東京都の予算と制度で都議会各派へ、

まちおこしキャラクター「オナガのひいちゃん」
裁縫箱を開けて、針と糸を取り出し、指導者のアドバイスを受けて懸命に材料
の布を縫ったり、糊で布と布を張り合わせたり―。東久留米市商工会女性部の
まちおこしキャラクター「オナガのひいちゃん」の人形づくりです。出来上がった
人形は市民にキャラクターを知ってもらうために市民まつりで販売をします。

どのようなものを江戸時代の人は食べていたのか。また、味はどのようなもので
あったのか。大いに関心が涌きます。こんな関心を載せて9月４日、小金井市商
工会の江戸料理の試食検討会が開かれました。ＮＨＫも１０月１１日に「おはよう日
本すてき旅」で同商工会の「江戸東京野菜料理」への取り組みを放映しました。

経営指導員全員が真剣に取り組んでいます―。「全国トップの経営指導員
にする」という桂敎夫・当連合会会長の肝いりで始めた「パワーアップ研
修」が３カ年計画の最終年度を迎え、９月2日、最終年度のカリキュラムを
スタートさせました。

江戸料理の試食検討会

「パワーアップ研修」の最終年度をスタート

21
年
度 要望
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当
連
合
会
は
九
月
九
日
に
都
議
会
の
東
京
都
議
会
自
由
民
主
党
、
同
・
公
明
党
、
同
・

民
主
党
を
訪
ね
、
二
十
一
年
度
東
京
都
の
予
算
と
制
度
に
対
す
る
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

九
月
十
七
日
に
は
都
内
・
永
田
町
の
自
由
民
主
党
本
部
を
訪
問
、
自
由
民
主
党
東
京
都

支
部
連
合
会
へ
二
十
一
年
度
の
国
の
予
算
と
制
度
に
対
し
て
要
望
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

桂
敎
夫
会
長
、
平
畑
文
興
、
神
石
實
、
栗
原
昭
一
の
各
副
会
長
、
長
谷
川
登
専
務
理
事
、

吉
澤
実
事
務
局
長
が
都
議
会
、
自
民
党
本
部
へ
行
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
に
要
望
書
を
届

け
て
内
容
を
説
明
、
実
現
を
求
め
た
も
の
で
す
。

　

東
京
都
の
二
十
一
年
度
予
算
と
制
度
で
要
望

し
た
の
は
①
商
工
会
の
運
営
と
事
業
に
関
す
る

こ
と
が
三
項
目
（
別
掲
要
望
の
○
印
）、②
地
域

特
性
を
考
慮
し
た
地
域
経
営
資
源
の
活
用
と
整

備
を
内
容
と
す
る
も
の
が
四
項
目
（
同
◎
印
）、

そ
れ
か
ら
③
中
小
企
業
の
経
営
環
境
改
善
に
関

わ
る
も
の
が
三
項
目
（
同
☆
印
）
の
、
合
わ
せ
て

十
項
目
で
す
。

　

ま
た
、
二
十
一
年
度
の
国
の
予
算
と
制
度
で

実
現
を
求
め
た
の
は
、
新
規
四
項
目
を
含
め
て

全
部
で
九
項
目
で
す
。（
新
規
は
別
掲
し
た
要

望
の
中
で※

印
を
付
け
た
も
の
、
無
印
は
継
続

要
望
で
す
）。

　

各
会
派
と
自
由
民
主
党
東
京
都
支
部
連
合

会
へ
の
要
望
で
は
会
派
の
代
表
挨
拶
に
続
い
て
、

連
合
会
を
代
表
し
て
桂
会
長
が
挨
拶
。
続
い
て

副
会
長
、
専
務
理
事
、
事
務
局
長
ら
を
桂
会

21
年
度
東
京
都
予
算
並
び
に

制
度
等
に
対
す
る
要
望

都
議
会
各
派
へ
は

21
年度

一
、（
○
）
商
工
会
等
に
対
す
る
補
助
金
の
安
定
的

確
保
に
つ
い
て

二
、（
○
）
商
工
会
の
組
織
運
営
及
び
経
営
改
善
普

及
事
業
の
拡
充
弾
力
的
運
用
に
つ
い
て

一
、
小
規
模
事
業
対
策
推
進
に
お
け
る
国
の
関
わ

り
と
役
割
の
強
化
に
つ
い
て

二
、（※

）
原
油
高
、
原
材
料
高
騰
へ
の
抜
本
的
見

直
し
と
迅
速
な
支
援
策
の
実
施
に
つ
い
て

三
、
法
人
税
法
の
中
小
法
人
の
定
義
見
直
し
と
軽

減
税
率
適
用
拡
大
に
つ
い
て

四
、
横
田
基
地
の
軍
民
共
同
利
用
に
つ
い
て

五
、（※

）
ま
ち
づ
く
り
三
法
の
見
直
し
に
関
連
す

る
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
新
制
度
導
入
に

つ
い
て

長
が
紹
介
を
し
、
こ
の
上
で
吉
澤
局
長
が
要
望

の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

桂
会
長
は
米
国
で
起
き
て
い
る
、
最
近
の
金

融
不
安
に
関
連
し
「
今
月
（
九
月
）
末
ぐ
ら
い
か

ら
日
本
の
中
小
の
金
融
機
関
の
貸
し
出
し
へ
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
全
部
、
一
斉
に
降
り
て
く
る
だ
ろ

う
。
貸
し
渋
り
で
な
く
て
貸
し
止
ま
り
が
起
こ

る
」
と
指
摘
。
国
が
そ
の
対
策
を
取
る
こ
と
に
つ

い
て
も
強
く
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

三
、（
☆
）
原
油
高
、
原
材
料
高
騰
へ
の
抜
本
的
見

直
し
と
迅
速
な
支
援
策
の
実
施
に
つ
い
て

四
、（
◎
）
横
田
基
地
の
軍
民
共
同
利
用
に
つ
い
て

五
、（
◎
）
三
宅
村
中
小
企
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

六
、（
◎
）
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
早
期
延
伸
に

つ
い
て

七
、（
◎
）
離
島
航
空
路
・
海
路
の
補
助
金
制
度
の

創
設
、
就
航
に
つ
い
て

八
、（
☆
）
公
営
住
宅
建
替
え
工
事
等
に
伴
う
請
負

及
び
空
き
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

九
、（
☆
）
駐
車
場
の
確
保
に
関
す
る
支
援
措
置
の

創
設
に
つ
い
て

十
、（
○
）
島
嶼
地
区
用
若
手
後
継
者
等
育
成
事
業

費
の
創
設
に
つ
い
て

会長、副会長、専務理事らが都議会各派、自由民主党本部を訪問

項
目

10

東
京
都
支
部
連
合
会
へ
は

項
目

9
要望

21
年
度
国
家
予
算
並
び
に

制
度
等
に
対
す
る
要
望

東
京
都

国

の
予
算
と
制
度
で
都
議
会
各
派
へ
、

の
予
算
と
制
度
で
自
由
民
主
党
東
京
都
支
部
連
合
会
へ

切実な要望を強く訴え、実現を求める（東京都議会自由民主党で）

2東 京 都 商 工 会 報Vol. 284



　

東
京
都
は
こ
れ
ら
の
要
望
を
受
け
る
形
で「
原

油
・
原
材
料
高
対
策
特
別
融
資
」
の
申
し
込
み

受
付
期
間
を
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
六
カ
月
間
延
長
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
制
度
融
資
の
拡
充
も
、
都
議
会
で
補

正
予
算
案
が
議
決
さ
れ
、
緊
急
中
小
企
業
支

援
対
策
と
し
て
十
月
七
日
か
ら
た
だ
ち
に
ス

タ
ー
ト
を
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
経
営
支
援

融
資
」
の
平
成
二
十
年
度
融
資
目
標
額
を
三

百
億
円
上
積
み
し
、
一
千
五
百
億
円
に
す
る
と

と
も
に
、「
経
営
支
援
融
資
」
の
保
証
料
補
助

対
象
者
を
す
べ
て
の
小
規
模
企
業
者
に
拡
大
。

補
助
割
合
も
保
証
料
の
二
分
の
一
に
引
き
上
げ

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

一
方
、
東
京
都
議
会
自
由
民
主
党
も
当
連
合

会
の
要
望
を
受
け
て
九
月
十
八
日
、
今
後
、
創

設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
原
材
料
価
格
高
騰
対

応
等
緊
急
保
証
」
の
指
定
業
種
の
大
幅
な
拡
大

な
ど
四
項
目
の
中
小
企
業
支
援
の
た
め
の
緊
急

の
要
望
を
中
小
企
業
庁
に
行
い
ま
し
た
。

受
付
期
間
を
６
カ
月
間
延
長

　
前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、
地
域
を
活

性
化
し
よ
う
と
い
う
、
東
京
都
と
国
の
向
こ

う
十
年
間
の
事
業
で
あ
る
「
東
京
都
地
域
中

小
企
業
応
援
フ
ァ
ン
ド
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
当
連
合
会
は

同
事
業
の「
地
域
応
援
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
」
事

業
者
と
し
て
、
多
摩
や
島
し
ょ
地
域
の
中

小
企
業
者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
、
地
域
が
活

性
化
す
る
新
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し
て
事
業
の
立

ち
上
げ
か
ら
事
業
化
ま
で
を
密
着
し
て
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
当
連
合

会
が
こ
の
ほ
ど
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社

か
ら
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
事
業
者
と
認
定
さ
れ
た
こ

と
に
基
づ
き
ま
す
。

　

以
下
、
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
助
成
事
業
の
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

　一　
公
募
期
間

①
事
前
申
し
込
み
Ｆ
Ａ
Ｘ
必
要
（
平
成
二
十
年

十
一
月
四
日
〜
十
一
月
二
十
一
日
） 

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
３
・
３
２
５
３
・
６
２
５
０

②
書
類
提
出
は
別
途
持
参
日
時
を
指
定　

問

合
せ
先
０
３
・
３
２
５
１
・
７
８
９
５　

申
込
先　

東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社　

総
合
支
援
部　

助
成
課

　
二
　
公
募
事
業
の
内
容

　

地
域
の
地
域
資
源
活
用
や
都
市
課
題
解
決
の

た
め
の
事
業

（
一
）
地
域
資
源
活
用
型
ビ
ジ
ネ
ス　

東
京
都
内

外
の
産
地
の
技
術
、
農
林
水
産
物
、
観
光
資

源
を
活
用
し
た
取
組
み
（
都
内
中
小
企
業
を

核
と
し
た
地
方
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
取
組

み
も
可
）

（
二
）
都
市
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ
ス　

地
域
の

福
祉
、
安
全
・
安
心
な
ど
大
都
市
に
顕
著
な

課
題
解
決
へ
の
取
組
み
や
高
齢
者
や
青
少
年

の
た
め
の
食
、
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育
等
に
関
す

る
取
組
み

　
三
　
公
募
対
象
者

　

東
京
都
内
の
創
業
計
画
者
・
個
人
事
業
者
・

中
小
企
業
・
組
合
等
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
中
小
企
業
の

グ
ル
ー
プ
な
ど

　
四
　
具
体
的
な
支
援
策
　

（
一
）
事
業
者
へ
の
支
援　

東
京
都
・
国
が
拠
出

す
る
資
金
の
運
用
益
を
活
用
し
て
事
業
化
に

要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
・
助
成
限
度
額

八
百
万
円
・
助
成
率
二
分
の
一　

最
長
二
年

＊
助
成
対
象
経
費
は
、①
試
作
品
開
発
・
新

サ
ー
ビ
ス
開
発
に
関
す
る
経
費
、②
事
業
体

制
強
化
費
、③
販
路
開
拓
・
市
場
化
に
要
す

る
経
費
な
ど
で
す
。

（
二
）
支
援
団
体
を
通
し
た
支
援　

①
地
域
応

援
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
事
業
（
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
）　

事
業
立
ち
上
げ
か
ら
販
路
開
拓
ま
で
継
続
的

に
支
援
し
ま
す
。（
多
摩
・
島
し
ょ
商
工
会
お

よ
び
当
連
合
会
が
担
当
）　

②
販
路
開
拓
支

援
事
業　

東
京
の
市
場
を
活
用
し
、
消
費
者

や
新
規
市
場
へ
の
浸
透
を
図
る
事
業
者
に
助

成
し
ま
す
。

六
、
圏
央
道
と
東
八
道
路
の
全
線
早
期
開
通
に
つ

い
て

七
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
非
課
税
限
度
額
及

び
社
会
保
険
料
納
付
基
準
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

八
、（※
）
電
子
申
告
を
し
た
確
定
申
告
書
を
マ
ル

経
資
金
申
し
込
み
に
必
要
な
営
業
確
認
書
類
と

す
る
こ
と

九
、（※

）
三
大
都
市
圏
に
お
け
る
準
工
業
地
域
で

の
出
店
規
制
準
用
に
つ
い
て

「
東
京
都
地
域
中
小
企
業
応
援
フ
ァ
ン
ド
事
業
」
ス
タ
ー
ト

当
連
合
会

密
着
し
て
サ
ポ
ー
ト

新
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し
て
事
業
の
立
ち
上
げ
か
ら

事
業
化
ま
で
を

が

（
当
事
業
に
関
す
る
問
合
わ
せ
先
）

東
京
都
商
工
会
連
合
会　

地
域
振
興
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
２
・
５
２
５
・
６
９
５
１

▲▲

申
請
書
提
出
希
望
日
申
し
込
み（
F
A
X
）

申
請
書
提
出
（
公
社
指
定
）

事

前

審

査

一
次
審
査
（
書
類
・
面
接
）

審

査

会

助

成

対

象

者

決

定

事
務
手
続
き
説
明
会

遂

行

状

況

報

告

中

間

検

査

実

績

報

告

完

了

検

査

助

成

金

交

付

12
月

11
月
4
日
〜
11
月
21
日

11
月
25
日
〜
11
月
28
日

12
月

1
月

1
月

2
月

4
月 約

1
ヵ
月

… … … … … … … …

ファンド助成事業の流れ

上
旬

上
旬

上
旬

上
旬

中
旬

下
旬

東
京
都
　
　 「
原
油・原
材
料

高
対
策
特
別
融
資
」の
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九
月
三
、
四
の
両
日
、
千
葉
県
木
更
津

市
の
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
ホ
ー
ル
並
び
に
ホ

テ
ル
三
日
月
で
開
い
た
「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工

会
青
年
部
連
絡
協
議
会  

平
成
二
十
年
度
前

期
代
表
者
会
議
・
主
張
大
会
」で
東
京
都
商

工
会
青
年
部
連
合
会
の
大
谷
俊
樹
さ
ん
（
国

立
市
商
工
会
青
年
部
）
が
見
事
、
優
良
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

　

大
谷
さ
ん
は
「
商
工
会
の
新
た
な
魅
力
に

　

国
の
地
域
力
連
携
拠
点
事
業
の「
東
京

事
業
承
継
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
も
あ
る
当

連
合
会
は
、
傘
下
二
十
七
商
工
会
、

T
K
C
西
東
京
山
梨
会
と
と
も
に
、
十
一

月
七
日
の
羽
村
市
産
業
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

の
開
催
を
第
一
弾
に
多
摩
地
域
六
カ
所
で

「
し
っ
か
り
『
つ
な
ぐ
』
会
社
の
未
来
！
」
を

テ
ー
マ
に「
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
。
同
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
。

　

こ
れ
は
拠
点
事
業
の
一
環
と
し
て
開
催

す
る
も
の
で
す
。
参
加
対
象
者
は
経
営
者
、

後
継
者
、
管
理
職
等
の
方
で
参
加
費
は
無

料
で
す
。

　

内
容
は
「
上
手
な
経
営
承
継
の
す
す
め

方
」（
講
師
＝
税
理
士
）、「
新
し
い
事
業
承

継
の
税
務
」（
講
師 

＝
税
理
士
）、「
企
業

再
建
・
事
業
承
継
支
援
資
金
」（
同
＝
日

　

当
連
合
会
は
傘
下
商
工
会
経
営
指
導
員

の
ス
キ
ル
を
ア
ッ
プ
さ
せ
、
会
員
皆
様
の
期

待
に
こ
た
え
る
体
制
を
い
ま
、
確
実
に
強
化

し
て
い
ま
す
―
。

　
「
全
国
ト
ッ
プ
の
経
営
指
導
員
に
す
る
」
と

い
う
桂
敎
夫
会
長
の
方
針
の
基
に
三
カ
年
計

画
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」

に
つ
い
て
、
当
連
合
会
は
九
月
二
日
、
国
分

寺
市
内
の
国
分
寺
労
政
会
館
で
三
年
度
目
の

第
一
回
研
修
を
開
催
。
最
終
年
度
の
今
年
度

は
年
度
末
ま
で
に
、
あ
と
三
回
開
い
て
仕
上

げ
に
向
け
て
ダ
ッ
シ
ュ
を
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
研
修
で
目
指
し
て
い
る
の
は

二
つ
で
す
。
一
つ
は
会
員
（
経
営
者
）
の
皆
様

の
思
い
を
本
音
レ
ベ
ル
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
き
る

力
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は

ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
も
と
に
情
報
を
整
理

「
や
っ
て
み
よ
う
か
」
と
会
員
の
皆
様
が
魅
力

を
感
じ
て
も
ら
え
る
提
言
を
つ
く
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。

　

一
年
目
は
経
営
者
へ
の
コ
ー
チ
ン
グ
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
な
ど
企
業
診
断
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

勉
強
を
し
ま
し
た
。
二
年
目
は
実
際
に
企
業

を
訪
問
、
一
年
目
の
企
業
診
断
の
勉
強
を
生

か
し
て
経
営
の
改
善
を
図
る
た
め
の
提
言
を

し
ま
し
た
。
三
年
目
の
今
年
度
は
二
年
目
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で
す
。

本
政
策
金
融
公
庫
）、「
東
京
事
業
承
継
支

援
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内
」（
都
合
に
よ
り
内

容
が
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

―
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
自
社
が
存
続
・
発
展

を
し
、
円
滑
な
事
業
承
継
を
実
現
す
る
た

め
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　

開
催
時
間
は
各
会
場
と
も
十
四
時
〜
十

六
時
三
十
分
（
十
三
時
三
十
分
受
け
付
け

開
始
）。

　

開
催
日
、
会
場
は
下
記
の
通
り
で
す
。

　

定
員
は
立
川
商
工
会
議
所
、
T
K
C
八

王
子
セ
ン
タ
ー
が
八
十
名
、
そ
れ
以
外
は
い

ず
れ
も
六
十
名
で
す
。

　

会
場
は
い
ず
れ
で
も
受
講
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
申
し
込
み
は
当
連
合
会

（
T
E
L
０
４
２－
５
２
５－

６
９
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２－

５
２
５－
０
８
９
９
）へ
。

　

三
年
度
目
の
初
日
と
な
る
二
日
は
冒
頭
、桂

会
長
、
吉
澤
実
・
当
連
合
会
事
務
局
長
ら
も

出
席
。桂
会
長
は
商
工
会
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
や
、指
導
員
へ
の
期
待
な
ど
に
触
れ「
自
分
の

感
性
を
磨
い
て
ほ
し
い
」と
訴
え
、
ま
た
、
吉
澤

局
長
は
商
工
会
の
現
状
・
あ
り
方
な
ど
を
取

り
上
げ
て
最
後
に
「
と
も
に
前
へ
進
ん
で
い
き

た
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。　   

（
写
真
は
１
面
）

11
月
７
日
を
第
一
弾
に
多
摩
地
域
６
カ
所
で
開
催

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

青
年
部
連
絡
協
議
会
・
主
張
大
会

優
良
賞

会
員
皆
様
の
期
待
に
こ
た
え
る
体
制
を
確
実
に

３
年
度
目
の
第
１
回
研
修
を
開
催

「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」仕
上
げ
へ
ダ
ッ
シ
ュ

強
化

当
連
合
会
な
ど

「
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
」の
受
講
者
を

ま
、
い

大
谷
俊
樹

（
国
立
市
商
工
会
青
年
部
）

さん

見
事
、

八王子市横山町1-6
八王子第一東京海上日動ビル2FTKC八王子センター11月 14日金F

調布市小島町2-36-1調布市教育会館11月 13日木E

東村山市本町1-1-1東村山市市民センター11月 12日水D

三鷹市下連雀3-38-4 7F三鷹産業プラザ11月 11日火C

立川市曙町2-38-5
ビジネスセンタービル12F立川商工会議所11月 10日月B

羽村市緑ヶ丘2-11-1羽村市産業福祉センター11月 7日金A

会  場  住  所会      場開  催  日コース

事業承継セミナー開催予定

募
集
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「
オ
ナ
ガ
の
ひ
い
ち
ゃ
ん
」

　

東
久
留
米
市
商
工
会
は
、
十
一
月
八
、
九
の

両
日
に
開
催
す
る
予
定
の
市
民
ま
つ
り
で
、
全

国
か
ら
作
品
を
募
っ
て
今
年
一
月
末
に
決
め
た
、

ま
ち
お
こ
し
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
オ
ナ
ガ
の
ひ
い

ち
ゃ
ん
」
を
使
っ
た
「
ひ
い
ち
ゃ
ん
つ
る
し
雛
」

や
「
ひ
い
ち
ゃ
ん
ね
ぶ
た
」
を
登
場
さ
せ
て
、

市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
本
格
化
。
躍
動
す
る
商
業
や

工
業
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
浸
透
に
力
を
入
れ

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
オ
ナ
ガ
の
ひ
い
ち
ゃ
ん
」
は
市
の
鳥
「
尾
長
」

を
モ
チ
ー
フ（
動
機
）
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
し
ま

し
た
。
尾
長
は
仲
が
良
く
て
協
力
し
て
事
に
当

た
る
と
さ
れ
、
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う

ま
ち
お
こ
し
と
重
ね
ま
し
た
。

　

公
募
で
は
九
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
幅
広

い
年
齢
の
方
か
ら
百
二
十
三
点
の
作
品
が
寄
せ

ら
れ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
こ
の
中
か
ら
選
ん

だ
も
の
で
す
。

　

商
工
会
で
は
「『
オ
ナ
ガ
の
ひ
い
ち
ゃ
ん
』
を

知
っ
て
も
ら
う
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
に

も
意
欲
が
出
て
く
る
」、「
逸
品
の『
く
る
め
っ

こ
』
と
ひ
い
ち
ゃ
ん
を
プ
ラ
ス
す
れ
ば
商
品
開

発
を
し
や
す
い
」
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
へ
の
期
待
を

話
し
て
い
ま
す
。
ひ
い
ち
ゃ
ん
を
模
っ
た
饅
頭
、

ケ
ー
キ
、
弁
当
な
ど
を
誕
生
さ
せ
、
街
の
活
性

化
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
「
ひ
い
ち
ゃ
ん
つ
る
し
雛
」、「
ひ
い
ち
ゃ
ん
ね
ぶ

た
」
は
、
い
ま
、

女
性
部
や
青
年

部
な
ど
が
ま
つ

り
に
向
け
て
精

力
的
に
制
作
を

し
て
い
ま
す
。

（
関
連
写
真
が
１
面
に
）

　

江
戸
時
代
の
レ
シ
ピ
（
料
理
本
）
か
ら
忠
実

に
再
現
し
た
「
江
戸
料
理
」
と
は
ど
の
よ
う
見

た
目
で
、
味
な
の
で
し
ょ
う
―
。
ど
ん
ど
ん

想
像
が
膨
ら
み
ま
す
。
そ
の
答
え
は
「
旨
い
」、

「
美
味
し
い
」、「
地
味
」、「
面
白
い
」
な
ど
で

し
た
。

　

小
金
井
市
商
工
会
は
九
月
四
日
、
商
工
会

館
で
江
戸
時
代
の
レ
シ
ピ
か
ら
再
現
し
た
料

理
の
試
食
検
討
会
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

昨
年
十
一
月
か
ら
ほ
ぼ
一
カ
月
に
一
回
の
割
合

で
開
催
し
て
き
た
「
江
戸
東
京
野
菜
料
理
で

黄
金
の
ま
ち
お
こ
し
」
勉
強
会
の
最
終
回
と
し

て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
ま
ち
お
こ
し
は
昔
懐
か
し
い
味
わ
い
の

あ
る
江
戸
東
京
の
伝
統
野
菜
を
市
内
の
農
家

が
復
活
栽
培
、
そ
の
野
菜
を
使
っ
て
名
物
料

理
を
市
内
飲
食
店
が
提
供
。「
江
戸
東
京
野

菜
料
理
な
ら
小
金
井
で
」
と
い
う
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

勉
強
会
で
は
、
雑
誌
の
編
集
者
、
農
業
関

係
者
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
研
究
者
、
学
者
ら
を

招
き
、
先
進
地
を
視
察
し
た
り
し
て
研
修
を

行
う
な
ど
研
究
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
四
日

は
、
い
わ
ば
そ
の
集
大
成
で
す
。
つ
く
っ
た
の

は
料
理
が
「
大
根
食
（
だ
い
こ
ん
め
し
）」、

「
雪
花
菜
飯
（
き
ら
ず
め
し
）」、「
蒟
蒻
煎
り

出
し
」
な
ど
七
品
、
菓
子
が
「
啜
（
す
す
）
り

だ
ん
ご
」、「
け
ん
ぴ
ん
」
な
ど
三
品
、
合
わ
せ

て
十
品
で
す
。
一
つ
の
料
理
ご
と
に
二
タ
イ
プ

を
用
意
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
つ
の
料
理
を
二

つ
の
飲
食
店
が
そ
れ
ぞ
れ
の
工
夫
で
つ
く
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
は

「
話
題
性
」、「
珍
し
さ
」、「
食
感
」、「
味
」、

「
彩
り
」、「
可
能
性
」
な
ど
。
二
十
人
余
り
の

採
点
者
は
た
く
さ
ん
の
数
の
料
理
を
順
繰
り

に
味
わ
い
な
が
ら
、
冒
頭
の
よ
う
な
感
想
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
村
越
政
雄
会
長
も
出
席
。
村
越
会

長
は
「
小
金
井
は
農
業
の
方
が
ご
苦
労
な
さ
っ

て
い
る
の
で
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
な
い

か
と
考
え
て
き
た
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、
委

員
ら
と
一
緒
に
試
食
を
し
、
感
想
を
交
換
し

て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
は
１
面
）

挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に
、
青
年
部
活
動
と
地
域

振
興
・
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
主
張
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

同
主
張
大
会
は
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
都
十

県
の
代
表
者
十
二
人
（
開
催
県
は
二
名
）
が

競
い
、
大
谷
さ
ん
は
こ
の
中
で
優
良
賞
を
獲

得
し
た
も
の
で
す
。

　

今
大
会
は
一
都
十
県
の
青
年
部
連
合
会
か

ら
四
百
七
十
八
名
が
結
集
し
て
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
東
京
都
か
ら
は
四
十
五
名
が

参
加
を
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
主
張
大
会
の
ほ
か
、
研
修
会
が

開
か
れ
、
こ
の
研
修
会
で
は
三
重
県
の
伊
勢

で
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
事
業
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
年
間
三
百
回
以
上
の
講
演

活
動
を
し
て
い
る
、
有
限
会
社
ク
ロ
フ
ネ
カ

ン
パ
ニ
ー
の
中
村
文
昭
代
表
取
締
役
社
長
が

「
出
会
い
を
活
か
せ
ば
道
は
開
け
る
」
と
題
し

て
講
演
。
出
会
い
を
活
か
す
こ
と
の
大
切
さ

を
訴
え
た
同
講
演
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

東
久
留
米
市
商
工
会

「
ひ
い
ち
ゃ
ん
つ
る
し
雛
」な
ど
を
登
場
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
本
格
化

まちおこしキャラクター
「オナガのひいちゃん」

大谷さんの主張を前に国立市商工会青年部が応援

「
旨
い
」、「
美
味
し
い
」、「
地
味
」、「
面
白
い
」…

の
試
食
検
討
会

小
金
井
市
商
工
会
が

江
戸
料
理

江
戸
時
代
の
レ
シ
ピ
か
ら
料
理
７
品
、菓
子
３
品
を
忠
実
に
再
現

まちおこし
キャラクター
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　　　　　　　　　　　　　　、病気・ケガによる
月々の所得を補償いたします。

保険料は一般加入より最大　　　 割安です。

最長　　　  のロング補償です。

入院中はもちろん、　　　　　  による休業や、
　　　　　　　　　　  による休業も補償いたします。

全国商工会経営者

お近くの商工会
または

東京海上日動火災保険

損害保険ジャパン

あいおい損害保険

52％
1年間

就業中／事務外を問わず

自宅療養
天災が原因のケガ

休業補償制度
お問い合わせは

　

小
笠
原
村
商
工
会
は
平
成
二
十
年
度
事
業

と
し
て
「
特
産
品
認
定
委
員
会
」
に
よ
る
特
産

品
認
定
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
、
四
事
業
所
の
五

商
品
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

昨
今
、
産
地
偽
装
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
同
会
で
は
そ
れ
を
商
工
会
の
活
躍
の
場

と
し
て
考
え
、
非
営
利
団
体
で
あ
る
商
工
会
が

実
際
に
製
造
現
場
に
踏
み
込
ん
で
調
査
を
す
る

こ
と
で
、
消
費
者
が
安
心
し
て
購
入
で
き
る
商

品
と
し
て
認
定
を
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

　

認
定
条
件
は
「
小
笠
原
で
生
産
し
た
原
材
料

を
使
用
し
て
い
る
も
の
」
若
し
く
は
「
小
笠
原
で

独
自
の
技
術
を
使
用
し
て
製
造
し
た
も
の
」
と

し
て
お
り
、
島
外
生
産
の
商
品
は
原
材
料
の
送

付
状
ま
で
確
認
す
る
ほ
ど
の
徹
底
し
た
調
査
を

行
い
ま
す
。

　

同
商
工
会
で
は
「
地
域
に
密
着
し
て
い
る
組

織
で
あ
る
商
工
会
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
仕
組

み
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
特
産
品
認
定
委
員
会
」
で
厳
正
な
審
査
を

経
て
認
定
を
受
け
た
事
業
所
に
は
「
認
定
書
」

を
交
付
し
、
商
品
に
は
小
笠
原
の
ト
レ
ー
ド

マ
ー
ク
と
も
い
え
る
ク
ジ
ラ
・
イ
ル
カ
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
「
認
定
シ
ー
ル
」
の
貼
付
を
し
ま
す
。

同
商
工
会
で
は
、
報
道
関
係
先
や
問
い
合
わ
せ

に
対
し
て
積
極
的
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
物

産
展
等
で
優
先
し
て
販
売
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

小
笠
原
は
豊
富
な
地
域
資
源
を
持
ち
な
が

ら
、
生
産
設
備
が
小
規
模
で
特
産
品
が
少
な
い

状
況
で
す
。
同
商
工
会
で
は
「
今
後
、
小
笠
原

ら
し
い
個
性
の
あ
る
本
当
の
特
産
品
を
認
定

し
、
消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
産
業

振
興
に
寄
与
し
て
い
く
」
と
同
事
業
に
熱
い
意

欲
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
小
笠
原
村
商
工
会

（
0
4
9
9
8

－
2

－
2
6
6
6
）へ
。

　

親
御
さ
ん
は
子
供
の
携
帯
に

「
持
た
せ
る
」、「
持
た
せ
な
い
」
な

ど
ど
の
よ
う
に
対
応
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
―
。
小

平
商
工
会
は
九
月
六
日
、
小
平
市

内
の
ル
ネ
こ
だ
い
ら 

中
ホ
ー
ル
で

「
親
と
子
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方

P
a
r
t
Ⅲ
」
と
し
、「
あ
な
た
は

ケ
イ
タ
イ
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？
」
を
テ
ー
マ
に
「
第
四
回
こ
だ

い
ら
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
に
は
小
学
生
、
中
学

生
、
そ
の
保
護
者
の
方
二
百
十
八

特
産
品
認
定
事
業
を

人
が
参
加
。
専
門
家
に
よ
る
基
調
講
演
、
四

百
四
十
三
編
か
ら
選
ば
れ
た
八
編
の
作
文
発

表
、
市
長
と
保
護
者
、
中
学
生
の
子
供
ら
が

パ
ネ
ラ
ー
と
な
っ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
会
派
の
市
会
議
員
ら
も
実
行
委
員
と
な

り
、
ま
た
、
警
察
、
農
協
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
な
ど
が
協
賛
を
す
る
な
ど
同
サ
ミ
ッ
ト
は
市

の
主
要
機
関
が
参
加
を
し
て
い
る
の
が
大
き
な

特
色
で
す
。

　

サ
ミ
ッ
ト
で
主
催
者
挨
拶
に
立
っ
た
神
石
實

会
長
は
「
子
供
は
国
の
宝
で
あ
る
と
い
う
こ
と

と
同
時
に
、
こ
う
い
う
時
に
親
御
さ
ん
に
は
来

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
だ
め
だ
」
と
述
べ
る
と
と

も
に
、「
商
工
会
の
会
員
が
地
域
の
た
め
に
『
何

か
を
や
る
ぞ
』
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
も
ら

う
の
が
（
サ
ミ
ッ
ト
の
）
も
う
一
つ
の
目
標
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
、
作
文
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て
取
り
上
げ
た
課
題
は
、

携
帯
の
怖
さ
、
正
し
い
知
識
、
ル
ー
ル
な
ど
で

す
。
こ
の
中
で
親
御
さ
ん
か
ら
は
「（
携
帯
の
使

い
方
に
よ
っ
て
は
）
大
切
な

も
の
を
失
う
危
険
が
あ

る
」、
子
供
か
ら
は
「
親
に

普
段
、
言
え
な
い
こ
と
が

携
帯
だ
と
言
え
る
」
な
ど

の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
、
作
文
発

表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
の
内
容
を
最

後
に
宣
言
に
ま
と
め
て
発

表
を
し
、
三
時
間
に
亘
る

サ
ミ
ッ
ト
を
終
え
ま
し

た
。

小
笠
原
村
商
工
会

2
0
0
人
を
超
え
る
人
が
参
加
、

作
文
に
4
4
3
人
が
応
募

安
心
し
て
購
入
で
き
る
商
品
を
認
定

認
定
品
に
は
マ
ー
ク

ス
タ
ー
ト

「
あ
な
た
は
ケ
イ
タ
イ
で

  
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
」

を
テ
ー
マ
に
サ
ミ
ッ
ト

小平商工会が

クジラ・イルカをデザインした
小笠原村商工会の「認定シール」

携帯への対応が話し合われた「こだいらサミット」
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科
学
の
不
思
議
に
触
れ
、
子
供
ら
が
目
を

輝
か
せ
る
姿
は
将
来
に
明
る
さ
を
感
じ
さ
せ
て

大
変
、
良
い
も
の
で
す
―
。
今
年
も
小
金
井

市
商
工
会
が
共
催
を
す
る
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
東
京
―
小
金
井
な
ど
主
催
の
「
２
０
０

０
８
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典　

東
京

大
会
in
小
金
井
」
が
敬
老
の
日
の
九
月
十
五

日
、
東
京
学
芸
大
学
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

　

東
京
信
用
保
証
協
会
主
催
、
当
連
合
会
な

ど
後
援
の
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
「
江
戸
・
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
技
と
テ
ク
ノ
の
融
合
展
２
０
０
８
」
が
十
月

七
日
、
東
京
・
西
新
宿
の
新
宿
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
で
開

か
れ
、
当
連
合
会
も
出
展
を
し
ま
し
た
。
開
会

式
に
は
桂
敎
夫
・
当
連
合
会
会
長
が
出
席
。
横

山
洋
吉
・
保
証
協
会
理
事
長
ら
と
と
も
に
テ
ー

プ
に
鋏
を
入
れ
ま
し
た
。

　

都
内
中
小
企
業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の

創
出
と
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
出
会
い
の

場
を
提
供
す
る
と
い
う
の
が
同
展
の
狙
い
で
す
。

「
技
術
・
心
の
伝
承
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
江
戸
の
伝
統
技

術
と
東
京
の
先
端
技
術
を
同
時
に
見
学
で
き
る

の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

二
回
目
と
な
る
今
回
は
企
業
百
五
十
社
と
、

当
連
合
会
を
含
め
て
支
援
機
関
十
一
が
出
展
。

多
く
の
経
営
者
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

第
11
回
産
業
交
流
展
２
０
０
８
が
十
一
月
二

十
五
、
二
十
六
の
両
日
、
東
京
・
有
明
の
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
か
れ
ま
す
。

　

同
展
は
東
京
都
、
当
連
合
会
な
ど
関
係
八
機

関
が
「
産
業
交
流
展
２
０
０
８
実
行
委
員
会
」

を
組
織
、
同
委
が
主
催
し
て
開
催
し
ま
す
。
同

展
で
は
東
京
都
な
ど
一
都
三
県
の
中
小
企
業
の

優
れ
た
技
術
や
製
品
を
一
堂
に
展
示
、
受
発
注

や
企
業
間
連
携
の
拡
大
、
さ
ら
に
情
報
収
集
・

交
換
な
ど
へ
と
結
び
つ
け
ま
す
。

　

展
示
す
る
の
は
「
情
報
」、「
環
境
」、「
医
療
・

福
祉
」、「
機
械
・
金
属
」
の
四
分
野
。

　

同
展
に
は
七
百
二
十
八
社
・
団
体
が
参
加
を

し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
展
で
は
同
時
開
催
と
し
て
広
域
的

な
取
引
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
指
し
た
「
八

都
県
市
合
同
商
談
会
」、
技
術
力
の
あ
る
中
小

企
業
と
企
画
力
の
あ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
出
会

い
を
つ
く
る
「
東
京
デ
ザ
イ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
」、

そ
れ
と
「
ジ
ェ
ト
ロ
海
外
企
業
出
展
ゾ
ー
ン
」
も

開
か
れ
ま
す
。

か
れ
、
多
く
の
子
供
達
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

祭
典
で
行
っ
た
の
は
科
学
の
実
験
、
展
示
、

実
演
な
ど
で
す
。
行
政
、
大
学
、
N
P
O
法

人
、
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
で
、
百
の
コ
ー

ナ
ー
が
つ
く
ら
れ
、
ア
チ
コ
チ
に
子
供
と
親
の

人
垣
が
で
き
ま
し
た
。
卵
を
割
れ
な
い
よ
う

に
工
夫
を
凝
ら
し
、
そ
れ
を
四
階
か
ら
落
下

さ
せ
る
実
験
で
は
一
回
ご
と
に
た
め
息
が
漏
れ

た
り
、
拍
手
が
送
ら
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

祭
典
に
は
八
台
の
ベ
ッ
ド
を
収
容
で
き
る
大

型
救
急
車
、
空
気
で
瞬
く
間
に
膨
ら
む
救
急

用
テ
ン
ト
、
起
震
車
、
消
防
車
、
白
バ
イ
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
な
ど
が
揃
い
、
子
供
に
よ
る

放
水
、
地
震
の
体
験
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
の
パ

レ
ー
ド
も
行
わ
れ
、
規
模
の
大
き
さ
と
華
や

か
さ
を
感
じ
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
会
長
の
稲
葉
孝
彦
・
小
金
井
市
長
は

九
時
半
か
ら
始
ま
っ
た
開
会
式
で
「
祭
典
は
小

金
井
市
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
発
展
し
た
」

と
挨
拶
。
開
会
式
に
顔
を
揃
え
た
小
金
井
市

商
工
会
の
村
越
政
雄
会
長
も
「
大
学
の
あ
る

小
金
井
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
イ
ベ
ン
ト
」
と

胸
を
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

八
千
五
百
八
十
人
の
子
や
親
ら
が
参
加
を

し
ま
し
た
。

11
月
25
、26
日
に「
第
11
回
産
業
交
流
展
２
０
０
８
」

９
月
15
日
開
催

「
２
０
０
８
青
少
年
の
た
め
の

 
科
学
の
祭
典  

東
京
大
会
in
小
金
井
」

人
の
子
や
親
が
参
加

8
5
8
0

7
2
8
企
業
・
団
体
で
開
催
へ

「
江
戸・Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

技
と
テ
ク
ノ
の
融
合
展
２
０
０
８
」

当
連
合
会
も
出
展

桂
会
長
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

最低賃金

東京労働局賃金課
等すべてに「時間額」が適用

平成20年10月19日から
時間額 766円

月 給 制 日 給 制 時間給制

お問い合わせ

TEL.03-3512-1614（直通）

東京都 改正

▲

大人も真剣な眼差しで実験を見守った
「科学の祭典」

横山理事長らとともに
桂会長がテープカット

経営相談に応じた
当連合会のブース
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f e a t u r e 多摩・島しょ地域のイベント
大特集
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中小企業景況調査
20年度 第2・四半期（7～9月）多摩地域商工会エリアの景況

○冷え込む需要、売上高・採算DI軒並み低水準、資金繰りに影響
製 造 業

建 設 業

小 売 業

サービス業

売上高前期比DI、採算期中DIが最低水準、資金繰り逼迫の状況。経営上の問題点に第１位「需
要の停滞」が浮上。
売上高前期比DI、採算期中DIが２期連続最低水準、資金繰りDIも最悪。経営上の問題点「需
要の停滞」「材料価格の上昇」が第１位。
売上高前期比DI四半期ごと変動で当期悪化、次期見通し最悪。経営上の問題点第１位「大・中
型店の影響」２位「需要の停滞」。
売上高前期比DI四半期ごと変動で当期悪化。経営問題３期連続第１位「材料等仕入れ単価の
上昇」。

売上高（前期比ＤＩ）・採算（期中ＤＩ）の推移

製造業
売  上

7～9 10～12
見通し

建設業
売  上

7～9 10～12
見通し

小売業
売  上

7～9 10～12
見通し

サービス業
売  上

7～9 10～12
見通し

調査企業の声

短期受注が多く、1ヶ月先の
受注量がみえない。

先行き不安から家の修繕に金
をかけてくれない。月ごとに状
況が悪化。

店舗の老朽化へ対応できな
い。

お客の節約意識は増すばかり。
７月以降、悪化傾向著しい。

注１．DI 値（景気動向指数）のプラスは好転、マイナスは悪化とみる。　　 注２．DI マーク　　：＋30～　　：＋10～＋30　　：＋10～－10　　：－10～－30 　　：－30～
注３．サンプルは多摩地域 150 企業原数値採用。　　　　　　　　　　注４．採算は当期中の「好転」－「悪化」のDI 値

（空調・住宅関連機器製造業）

（床工事業）

（菓子小売業）

（普通洗濯業）

日　程 イベント名 会　場 内　容 主催者・問合せ先

12
月

1日（月） 師走祭（若郷地区） 宮造神社 船をかたどった神輿を男衆が担ぐ 宮造神社　04992-5-1208

6日（土） ひので朝市 語らいとふれあいの広場（大久
野）

商業部会員等による即売会。普段、お店で販売し
ている商品を格安にて販売

日の出町商工会
042-597-0270

6日（土）~7日（日） 第11回
御神火ツーデーマーチ

三原山を中心とした山道コース・
海岸道路と牧場コース

1日目30km、20km、6kmコース
2日目20km、12km、6kmコース

（社）大島観光協会
04992-2-2177

7日（日） 国産車初の遠乗会100周年 国立谷保第3公園
国立市内谷保天満宮へ向け国産ガソリン車初の
遠乗会（ドライブツアー）100年を祝い、クラシック
カーを中心に市内パレードを行う

国立市観光まちづくり協会
042-574-1199

8日（月） 師走祭
（本林地区） 十三社神社 新島の伝統行事・都の無形文化財「獅子木遣り」

夜店や村民の舞台発表もあり
十三社神社
04992-5-1870

平
成
21
年
1
月

1日（木） 初日の出ジョギング 新島村内 十三社神社からサーフィンスポットの羽伏浦海岸
までジョギング。初日の出を拝みます

新島村教育委員会
04992-5-0240

1日（木）~10日（土） 第3回
武蔵野吉祥七福神めぐり 市内各寺社

住みたいまちNO.1の吉祥寺を中心に開催する
全国でも珍しい専用バス（200円で一日乗降自由）
での七福神めぐり。グッズ販売もあり

武蔵野商工会議所
0422-22-3631

14日（水） 新春講演会 羽村市生涯学習センター・ゆとろ
ぎ　午後2時~3時半

世界情勢から占う日本の行方
（講師:末延吉正先生）

羽村市商工会
042-555-6211

25日（日） 開運!なんでも鑑定団
in武蔵村山 武蔵村山市民会館大ホール 地域資源の掘り起こしとその鑑定、収録

武蔵村山市商工会・開運!なん
でも鑑定団in武蔵村山実行委
員会（042-560-1327）

31日（土）~
3月29日（日）

第54回
伊豆大島
椿まつり

夜まつり
2月20日（金）
~3月22日（日）

元町船客待合所 スーパーアンコ娘のダンスパフォーマンス・御神
火太鼓他

（社）大島観光協会
04992-2-2177

椿展 ○第1会場:開発センター（2/7~15）
□第2会場:元町船客待合所（毎日） 

○大島のやぶ椿と園芸種のフラワーコンテスト
□大島に咲く椿を一堂に集め展示、苗木の即売
もします

椿プラザ 大島公園内（毎日） アトラクションステージに於いてあんこの手踊り
他御神火太鼓等

椿の女王
コンテスト 大島公園内（2/11） あんこの伝統衣装を着て「椿の女王」を選出

椿まつり写真
コンクール 元町船客待合所 ミス大島・ミス椿の女王の写真、大島の風景写

真、椿まつりの写真等
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